
第７回みさと町民文化祭…………………②
みさと photo ……………………………④
おしらせ……………………………………⑧
おめでとうございます！…………………⑩
山くじらの郷の人々………………………⑩
みさとのスポ少……………………………⑪
文芸コーナー（石川短歌会） ……………⑪
食育だより…………………………………⑫
お元気ですか？……………………………⑬
慶弔／８月行事予定………………………⑭

7
第94号

2012年広報

なつかしの国　石見　iwami

主な記事 みさと
町民文化祭開催‼

　６月17日（日）に大和中学校体育館を会場に町民
文化祭が開催されました。
　文化祭では、町内の文化団体が日頃の活動成果
を発表しました。
　16日（土）には上野体育館で、商工会青年部主催
の前夜祭が行われ、都賀西子ども神楽、都神楽団、
千原神楽団が出演し、大勢の観客は迫力ある神楽
を楽しみました。� （関連記事２～３ページ）

みさと町民文化祭　前夜祭
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第7回
かすみ草の会

かすみ草の会

かすみ草の会

千絵乃会

美郷町連合婦人会

比之宮公民館舞踊教室

都賀公民館舞踊教室（夜）

美しき郷♪
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かすみ草の会

広島ジュニアマリンバアンサンブル

安来節保存会邑智支部

紙芝居読み語り

都賀行公民館コーラスクラブ

おたすけ集団「みさと」

都賀公民館まほろば句会

邑智中学校吹奏楽部・ブラス同好会

上野銭太鼓・都賀地域婦人会

都賀（夜）比之宮公民館舞踊教室（合同）

健康ダンス教室ビオラ

広島から
ゲスト出演
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　６月１日㈮に、沢谷地域青色防犯パト
ロール隊（田邊康文隊長）が拡声器を使っ
て防犯や防火を呼びかけるパトロール活動
を始めました。
　沢谷地域では、地元の住民29名が隊
員となって、子どもたちの登校時の見守り
と月１回の巡回パトロールを行っています。
このたび「回転灯だけでの巡回ではなく、
呼びかけをしながらパトロールしたらよい
のではないか」と隊員から声があがり、社
会福祉協議会共同募金会の補助金で拡声
器３台を購入されました。
　この日は、防犯パトロールのベストに帽
子を着用した21名の隊員が青色回転灯を
設置した自家用車に乗って、沢谷交流セン
ターに集合。拡声器をコンテナに括り、軽
トラの荷台に設置するというユニークな発
想で、助手席の隊員が、「振り込め詐欺や
悪質訪問販売には気をつけましょう」と呼
びかけながら、地域内を４つのコースに分
かれてパトロールを行いました。

　６月２日㈯に、別府公民館で別府地域連合自治会（尾原繁樹会長）主催による、「第３回どろ落とし音
楽祭が」開催されました。
　どの家庭も田んぼがひと段落したこの時期に、やさしい音楽で癒しのひとときを過ごしてもらおうと、
プロのミュージシャン松山隆宏さんを迎えてフォークミュージックのコンサートを開催しておられます。
　当日は、あいにくの雨模様…公民館での開催となりましたが、たくさんの人が訪れ、松山さんのトーク
と音楽で農繁期の疲れを癒していました。

▲「こちらは青色防犯パトロール隊です！」

▲地元の住民もライブに参加し盛り上げる ▲トークに耳を傾ける来場者

▲松山隆宏さんのライブ

▲防犯パトロール隊のみなさん

▲ コンテナに拡声器を括り付けて 
軽トラの荷台へ載せる

沢谷地域青色防犯パトロール隊　～拡声器で防犯・防火を呼びかける～

第３回どろ落とし音楽祭　～田んぼもひと段落の時期に癒しのひとときを～
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　６月６日㈬に、生涯学習講座「美郷大学」
の入学式が山村開発センターで行われ、
新入生12名が学びのスタートを切りまし
た。これまでに364名の方が卒業され、
各地域をはじめ様々な場面で活躍しておら
れます。
　美郷大学は隔週の水曜日に開催。社会
問題や環境問題、郷土の歴史や文化、健
康に関する事など幅広い分野について学
習を行います。学ぶことの大切さと、学ぶ
ことの楽しさを再認識していただき、地域
や世代を超えた受講生同志のつながりの
「輪」をつくることを目的としています。
　入学式のあと、早速、役場健康推進課
の氏永保健師から認知症についての講座
を受けました。超高齢化社会において避
けることのできない問題に、受講生の皆さ
んは真剣な眼差し‼認知症の方やその家
族だけでなく地域の誰もが、認知症を理
解し、支えあうことで住みやすいまちづく
りになることを学びました。

　６月７日㈭に、旧浜原小学校グラウン
ドで、美郷町消防団自動車分団と江津
邑智消防組合邑智出張所職員合同の火
災想定訓練が行われました。
　このたび、邑智出張所にCAFS（圧縮
空気泡消火システム）を搭載した600L
水槽付ポンプ消防車が新しく配備され、
万が一、火災が発生した場合に迅速か
つ的確な操作で消火活動が行えるよう、
火災を想定した訓練が実施されました。
　CAFSは、泡放射による消火活動が
行えるシステムで、泡が建物などの壁に
付着することにより物が燃えるために必
要な酸素を遮断することや、水に比べホ
ースが軽く消火活動を行う隊員への負
担軽減、泡は天然素材から作られてい
て環境に優しいなどの特徴があります。
　当日は、通常の放水訓練のあと、CAFS
による泡放射訓練が行われました。
　みなさん、ちょっとした注意、ちょっと
した心がけで、火災予防に努めましょう。

▲訓練を行う自動車分団員と邑智出張所職員

▲CAFSを搭載した消防車

▲ １～ 100までコインを並べるのに
どのくらいの時間がかかるかな??

▲ 氏永保健師から認知症について説明
を聞く受講生

▲美郷大学の新入生のみなさん（２列目以降）

「美郷大学」が開校　～学ぶことの大切さ、楽しさを‼～

合同火災想定訓練　～江津邑智消防組合邑智出張所CAFS搭載消防車配備～
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交通安全子ども自転車邑智郡大会　～大和小学校29連覇達成‼～
　６月９日㈯に、川本小学校体育館で交通
安全子ども自転車邑智郡大会（県予選）が開
催され、大和小学校の児童が出場しました。
　この大会は、郡内の４つの小学校から７
チームが参加して、学科試験と実技試験（安
全走行運転、技能運転）で競います。
大和小では放課後に練習を行い、昼休みに
は自主練習、帰宅してからは学科試験の勉
強をして大会に挑みました。子どもたちは練
習をとおして、事故防止につながるよう自転
車の交通知識や運転技術の習得、集中力や
日々努力することの大切さ、仲間に対する思
いやりや助け合いで生まれる“チームワーク”
を学びました。
　結果は、団体の部で大和小Ａチームが優
勝、大和小Ｂチームが準優勝と29連覇達成
‼また、個人の部では、１位から５位まで大
和小児童が独占しました！大和小Ａチームは
７月13日㈮に出雲市で開催される県大会へ
出場されます。おめでとうございます！

　６月11日㈪に、今年で８回目となる『美郷町民ふれあい
ソフトボール大会』が開幕しました。約１ヶ月にわたり、地
域の部21チーム、女子の部３チーム、計24チームによる
熱戦が繰り広げられます。
　選手のみなさんの珍プレーや好プレー、地域のみなさん
の熱のこもった声援が予想されます。勝っても負けても『ふ
れあい』が第一目的！地域を越えての交流の場です！
　なお、大会結果は「広報みさと８月号」でみなさんにお知
らせする予定です！
　開幕前には、中国電力邑智電力センターの職員のみなさ
んが、社会貢献活動としてふれあい広場周辺の草刈りをし
てくださいました。本当にありがとうございました。

第８回美郷町民ふれあいソフトボール大会開幕　～準備運動は念入りに‼～

▲技能運転の試験を受ける児童

▲いよいよ、開幕戦のはじまりです！

▲現役ピッチャー ?!力強い投球！
▲中国電力邑智電力センターのみなさん、
　ありがとうございました！

▲邑智郡大会で優勝・準優勝した大和小学校チーム

▲選手宣誓をする大和小キャプテン
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田んぼの生き物調査　～どんな生き物がいるかな？？～
　６月14日㈭に、邑智小学校４年生児童25人が「田んぼの生
き物調査」を行いました。
　田んぼに棲む生き物を調査することにより、身近にある水田が
果たす役割を学ぶため、「総合学習の時間」を使い実施しています。
　高畑の清水溥万さん方の無農薬水田で、県西部農林振興セ
ンター県央事務所や役場の職員も参加し、６班に分かれて調査
を行いました。
　最初は畦畔で怖がっていた子どもたちも観察するうちに徐々
に慣れ、最後はみんなで田んぼに入り大はしゃぎ。カエルやクモ、
アメンボなどを捕まえた子どもたちは、田んぼの中に想像以上
に数多くの生物が棲んでいることに驚いた様子でした。

　６月24日㈰に、「美郷町石見銀山街道振興協議会」主
催の銀山街道ウォークが行われ町内外から11名が参加さ
れました。天候にも恵まれ、約６㎞のコースをガイドのお話
を聞きながら歩きました。別府から銀山街道に入り山々の
景色や山野草の観察をしながら歩き、湯抱では11基の歌
碑めぐりや鴨山公園から鴨山を望み、自然や歴史にふれた
１日となりました。
　また、このたび美郷町の石見銀山街道が、３月29日㈭
に国土交通省中国地方整備局より歴史や文化を今に伝え

銀山街道ウォーク　～万葉人麻呂コース～

▲齋藤茂吉・柿本人麻呂の歌碑をめぐる ▲ウォークに参加された皆さん

▲夢街道の認定証と約７㎏の重さの銘板

▲事前に田んぼの話を聞きDVDを観賞

▲清水さんと田んぼに生息している生き物を観察する子どもたち ▲「なにがおるかなぁ～？」

る街道として認定をする『夢街道ルネサンス』として認定を受け、６月５日㈫に広島市内で行われた「ちゅ
うごく交流会議」で美郷町石見銀山街道振興協議会の門手副会長へ認定証と記念として夢街道の銘板
（プレート）が授与されました。
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Information

問い合わせ先　松江地方法務局浜田支局　（☎ 0855-22-0959）

▲

作業受託の申込 または 問い合わせ先
� 大邑枦谷団地おいこ娘生産振興会（☎0855-77-0747）　美郷町農業再生協議会（産業振興課内）（☎0855-75-1214）

　全国的に耕作放棄地が増加しています。
　美郷町では、加速度的な耕作放棄地発生防止及び再生の取組みを推進するため、耕作放棄地の再生利用
等について、下記機械の作業受託業務を行います！

～集落の農地が荒れて困っていませんか？～
耕作放棄地の再生利用のために乗用草刈機等の作業受託を行っています！
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？
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場
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時
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は
？

①
印
鑑

②�
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象
の
自
動
車
の
同
一
性
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き
る
書
類
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本
（
自
動
車
検
査
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等
）

③
自
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車
損
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☎
７
５・１
２
１
２
）

１．作業用機械一覧 ２．作業料金

　オンライン申請システムの変更により、環境設定や手続が簡単になりました。
不動産や会社・法人の登記事項証明書等の交付手数料も改定され、オンラインでの請求であればさらにお
安くなりました。
　また、オンライン申請の場合は郵送に限られていた証明書等の受領が、登記所窓口でもできるようにな
りました。
　この機会に、是非、オンラインでの申請や請求をご利用ください。

機種および仕様 作業料 保管場所

乗用大型草刈機
ゼノアハンマ
ナイフモア

10,000円/日
（オペレーター付）
7,500円/半日
（オペレーター付）

枦谷86-2

大邑枦谷団地
おいこ娘生産振興会

自走式堆肥積込・
散布機
マニアスプレッダ
MSX1010G

堆肥・散布
（堆肥運搬込み）
（オペレーター付）
5,000円/ｔ

～料金改定！オンライン申請の場合はさらにお得に‼ ～
登記事項証明書の請求はオンラインで‼

☆乗用大型草刈機

☆自走式堆肥積込・
　散布機

不動産及び商業・法人登記の主な手数料
証明書等の種類 改定前 改訂後

書面で請求 登記事項証明書 1,000円 700円

オンラインで請求

登記事項証明書
（送付で受領） 700円 570円

登記事項証明書
（窓口交付で受領）

550円
（新規）

※詳しいご利用方法については、登記所の担当者、または、登記・供託オンライン申請システムのホームページをご覧ください。
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人
員　
６
人
程
度

試
験
日
及
び
場
所

　
⑴　
第
１
次
試
験　
９
月
16
日
㈰

　
江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部

受
験
申
込
書
等
の
請
求

　

�　
７
月
２
日
以
降
に
江
津
邑
智
消
防
組

合
消
防
本
部
総
務
課
又
は
管
内
の
消
防

署
、出
張
所　
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
採
用
試
験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
宛
先
を
明
記
し
た
返
信
用
の
封

筒
（
長
３
号
）
に
90
円
切
手
を
貼
っ
た

も
の
を
１
通
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
申
込
受
付

　
消
防
本
部
総
務
課
に
直
接
持
参
す
る
か

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
⑴�

期
間　
８
月
１
日
㈬
か
ら
８
月
20
日

㈪
ま
で
（
土
曜
日
及
び
日
曜
日
除
く
。）

　
⑵�

時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
15
分
ま
で

　

�　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
８
月
20
日
ま

で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

▼�

申
込
書
の
請
求
、

提
出
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
９
５

－

０
０
０
１

　
江
津
市
渡
津
町
９
６
１
番
地
19

　
江
津
邑
智
消
防
組
合
消
防
本
部

�

総
務
課
庶
務
係

　
（
☎
０
８
５
５・５
２・０
１
１
９
）

自
衛
隊
で
は
、

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
！

●
一
般
曹
候
補
生
【
陸
・
海
・
空
】

　
応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

　
応
募
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

　
採
用
試
験　
９
月
17
日
㈪

　
試�
験
会
場　
松
江
・
出
雲
・
浜
田
の
島

根
県
合
同
庁
舎

●
航
空
学
生
【
海
・
空
】

　

応
募
資
格　
高
卒（
見
込
含
）21
歳
未
満
の
方

　

応
募
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

　

採
用
試
験　
９
月
22
日
㈯

　

試
験
会
場　
島
根
県
出
雲
合
同
庁
舎

●
自
衛
官
候
補
生
【
陸
・
海
・
空
】

　

応
募
資
格　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

　

応
募
期
間　
８
月
１
日
㈬
～
９
月
７
日
㈮

　

採
用
試
験　
９
月
24
日
㈪

　

試
験
会
場　
陸
上
自
衛
隊
出
雲
駐
屯
地

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

�

大
田
地
域
事
務
所

　
（
☎
０
８
５
４・８
２・１
４
３
７
）

　

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/shim
ane

人
事（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　
７
月
１
日
付
で
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
次
の
１
名
を
採
用
し
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

（
別
府
地
域
）

髙た
か

山や
ま

　
静し

ず

子こ

（
栃
木
県
壬
生
町
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
課
（
☎
７
５・１
９
２
４
）

美
郷
町
簡
易
水
道
の

水
質
検
査
結
果

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
住
民
福
祉
課　
環
境
整
備
室

　
（
☎
７
５・１
２
１
５
）

検査実施（６月27日） 結　果 評価 対応

粕渕・浜原簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

吾郷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

別府地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

君谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

酒谷地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

石原地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

潮 地 区 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 行 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —

比之宮地区簡易水道 基準値超過及び異常なし 適合 —

都 賀 簡 易 水 道 基準値超過及び異常なし 適合 —
※なお、検査結果の詳細は、ホームページで公表しています。
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Information

柱
の
先
端
ま
で
巻
き
つ
い
て

い
ま
し
た
。
河
川
敷
の
竹
を

三
百
本
使
っ
た
と
の
こ
と
。

そ
し
て
「
昔
の
河
川
敷
に
少

し
あ
っ
た
竹
林
は
親
父
が

雨
の
日
に
家
の
納
戸
で
“
お

い
こ
”
や
“
す
ん
ど
り
”
山

で
採
っ
た
ゼ
ン
マ
イ
や
ワ
ラ

ビ
を
入
れ
る
“
そ
う
け
”
な

ど
竹
細
工
を
で
こ
し
ら
え
よ

う
っ
た
」
と
倉
庫
か
ら
貴
重

な
当
時
の
竹
で
編
ん
だ
駕

籠
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
竹
の
活
用
が
生

活
の
一
部
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
知
り
ま
し
た
。
自
治
会
長
も
務
め
る

藤
島
さ
ん
は
、
地
元
の
人
は
雑
木
は
薪
ス

ト
ー
ブ
の
燃
料
や
チ
ッ
プ
は
手
に
持
て
る

だ
け
袋
に
入
れ
て
チ
ッ
プ
を
持
ち
帰
り
、

竹
も
野
菜
の
支
柱
に
利
用
し
た
が
遠
く

は
出
雲
市
か
ら
も
チ
ッ
プ
を
と
り
に
こ
ら

れ
た
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
想
像
上

回
る
反
響
へ
の
驚
き
以
上
に
藤
島
さ
ん
は

「
竹
チ
ッ
プ
で
野
菜
が
ど
の
く
ら
い
育
つ
か

わ
か
ら
な
い
け
ど
今
回
、
獣
害
対
策
を
み

ん
な
で
や
っ
て
み
て
集
落
が
活
気
づ
い
た
」

と
こ
れ
ま
で
の
会
話
の
中
で
笑
顔
な
が
ら

一
番
語
気
を
強
め
て
自
ら
に
言
い
聞
か
せ

る
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
出
水
期
を
終

え
る
十
一
月
に
は
引
き
続
き
竹
林
や
雑
木

の
伐
採
も
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
栗
原
集
落
の
積
極
的
な
動
き

に
呼
応
し
て
河
川
を
管
理
す
る
国
土
交
通

省
も
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
決
ま
り
、
今

後
全
国
で
も
先
駆
的
な
住
民
と
行
政
の
連

携
し
た
取
り
組
み
が
山
く
じ
ら
の
郷
の
魅

力
の
一
つ
に
加
わ
る
こ
と
を
確
信
す
る
お

二
人
の
お
話
で
し
た
。�

（
取
材　

安
田
亮
）

山
く
じ
ら
の
郷
の
人
々

第
６
回

 

藤
田
勝
弘
さ
ん
・
藤
島
孝
雄
さ
ん

�

（
栗
原
）

総
務
省
島
根
行
政
評
価
事
務
所
長
感
謝
状

�

三
上　

邦
彰
さ
ん
（
都
賀
西
）

　
美
郷
町
の
行
政
相
談
委
員

と
し
て
、
町
民
の
行
政
に
対

す
る
苦
情
の
解
決
に
特
に
尽

力
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
５

月
14
日
㈪
に
松
江
市
で
開
催

さ
れ
た
、
島
根
県
行
政
相
談

委
員
全
体
会
議
に
お
い
て
総

務
省
島
根
行
政
評
価
事
務
所

長
か
ら
感
謝
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

高
齢
者
叙
勲
【
旭
日
単
光
章
】

�

尾
原　

學
さ
ん
（
簗
瀬
）

　
元
邑
智
町
議
会
議
員
の
尾

原
學
さ
ん
が
叙
勲
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
㈫
に
伝
達
式
が

島
根
県
庁
で
行
わ
れ
、
島
根

県
知
事
か
ら
叙
勲
が
尾
原
さ

ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
尾
原
さ
ん
は
、
昭
和
58
年

２
月
に
邑
智
町
議
会
議
員
に

当
選
以
来
、
４
期
16
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

叙
位
【
正
六
位
】

�

中
尾　

唯
榮
さ
ん
（
粕
渕
）

　
元
邑
智
町
議
会
議
員
の
故

中
尾
唯
榮
さ
ん
が
叙
位
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
６
月
５
日
㈫
に
伝
達
式
が

島
根
県
庁
で
行
わ
れ
、
遺
族

の
中
尾
美
知
江
さ
ん
と
中
尾

信
樹
さ
ん
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。
島
根
県
知
事
か
ら
中
尾

さ
ん
に
叙
位
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
中
尾
さ
ん
は
、
昭
和
34
年

２
月
に
邑
智
町
議
会
議
員
に

当
選
以
来
、
８
期
32
年
の
永

き
に
わ
た
り
、
町
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
の
竹
林
は
田
ん
ぼ
で
沖
に
は
運

動
場
が
広
が
っ
て
そ
の
先
が
船
の
渡
し
場

だ
っ
た
」
昔
の
記
憶
を
回
想
し
な
が
ら
栗

原
堤
防
沖
の
竹
を
の
こ
ぎ
り
片
手
に
黙
々

と
切
る
藤
田
勝
弘
さ
ん
。
一
昨
年
、
イ
ノ

シ
シ
の
す
み
か
に
な
っ
た
河
川
敷
の
竹
林

を
伐
採
し
、
藤
田
さ
ん
の
傍
ら
で
粉
砕
機

を
使
っ
て
竹
を
チ
ッ
プ
に
す
る
藤
島
孝
雄

さ
ん
。
そ
の
翌
日
か
ら
チ
ッ
プ
を
畑
に
ま

こ
う
と
各
地
か
ら
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
入
れ
代

わ
り
堤
防
に
や
っ
て
く
る
光
景
が
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
カ
月
後
、
再
び
２
人
を
訪
ね
て
み
る

と
、「
伐
採
し
て
か
ら
も
毎
日
、
伸
び
た

タ
ケ
ノ
コ
を
折
り
に
川
に
行
っ
と
る
。
一

日
で
六
十
セ
ン
チ
も
伸
び
る
ん
よ
」
と
伐

採
後
の
今
も
竹
林
管
理
に
余
念
の
な
い
藤

田
さ
ん
の
自
宅
前
の
畑
に
は
今
年
初
め
て

ナ
タ
豆
の
栽
培
を
試
み
た
と
青
々
と
し
た

ナ
タ
豆
の
つ
る
が
二
メ
ー
ト
ル
の
竹
の
支

▲ナタ豆畑を前に“そうけ”を持つ藤田さん
　（右）と“おいこ”を持つ藤島さん（左）

▲ 対岸から見た栗原集
落の河川敷の竹林を
伐採している様子

▲ 激しい雨の中、黙々
と竹を伐る藤田さん
と粉砕機で竹をチッ
プにする藤島さん
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Information

　
だ
い
わ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
「
お
魚
調
査
隊
」

と
「
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
部
」
の
２
つ
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
お
魚
調
査
隊
は
、
１
年
生
～
６
年
生
の
大
和

小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
年
度
は
じ
め
に
安

全
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
を
条
件
に
誰
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。
現
在
の
隊
員
数
は
22
名

で
す
。

　
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
部
は
、
４
年
生
～
６
年
生
の

児
童
を
対
象
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

部
員
数
は
現
在
20
名
で
す
が
、
そ
の
う
ち
女
子

児
童
が
７
名
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

お
魚
調
査
隊
を
文
化
系
の
ク
ラ
ブ
と
し
て
、

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
部
は
体
育
系
の
ク
ラ
ブ
と
考
え

て
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

大
和
小
学
校
の
校
区
に
は
、
男
子
児
童
は
少

年
野
球
が
あ
り
、
監
督
さ
ん
や
ス
タ
ッ
フ
の
指
導

の
も
と
、
毎
週
２
～
３
回
の
練
習
を
一
生
懸
命
頑

張
っ
て
い
ま
す
が
、
女
子
児
童
に
は
剣
道
以
外
に

参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
女
子
児
童
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
、

そ
れ
が『
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
』で
す
。
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

は
女
子
力
が
発
揮
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
ル
ー
ル
は
一
般
的
な
ラ
グ

ビ
ー
と
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
接
触
プ
レ
ー
の
な

い
小
学
生
で
も
安
心
し
て
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　

練
習
は
、
毎
週
水
曜
日
の
放
課
後
に
大
和
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
１
時
間
半
の
短
い
時
間

で
す
が
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
の
帰
宅
が
で
き
る
範

囲
内
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
練
習
時
間
は

少
な
い
も
の
の
、
今
年
度
も
県
大
会
を
突
破
し

て
、
中
国
大
会
で
の
優
勝
と
全
国
大
会
へ
の
出

場
を
目
指
し
て
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
は
、
金
子
正
志
（
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
監

督
・コ
ー
チ
）、
三
上
亮
治
（
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
コ
ー

チ
・
お
魚
調
査
隊
副
隊
長
）、
振
井
久
之
（
だ
い

わ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
）
の
３
名
で
す
が
、
都
賀
・

都
賀
行
公
民
館
と
都
賀
行
隣
保
館
に
協
力
と

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、

男
女
問
わ
ず
だ
れ
も
が
参
加
で
き
る
ク
ラ
ブ
を

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

振
井
　
久
之 （
都
賀
西
）

 
町
内
で
活
動
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

シ
リ
ー
ズ
「
み
さ
と
の
ス
ポ
少
」

第
５
回
　
だ
い
わ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

わ
が
家
に
初
め
て
二
歳
の
曽
孫
来
ぬ

上
き
げ
ん
に
て
廊
下
往
き
来
す�

藤
原　
　
章

戦
死
せ
し
弟
の
親
友
も
み
ま
か
り
て

無
住
と
な
り
し
寺
の
毀
た
る�

原
田　
秀
子

向
う
山
の
疎
林
の
木
の
間
せ
ば
ま
り
て

芽
吹
き
の
色
の
日
々
に
濃
く
な
る�

藤
田
乃
冨
子

早
苗
田
の
面
に
風
吹
く
度
毎
に

さ
み
ど
り
の
葉
の
波
移
り
ゆ
く�

原
野　
　
幸

孫
の
く
れ
し
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
鉢
二
つ
と
も

緑
に
映
え
て
赤
く
咲
き
つ
ぐ�

増
田　
政
子

紫
の
草
あ
や
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島
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▲▼タグラグビーのメンバー♪ ▲▼お魚調査隊のメンバー♪

選
者　

藤
原
　
俊
彦
　
先
生
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Information

▲

問い合わせ先　健康推進課（☎ 75-1932）

（美郷町食育推進会議からのお知らせです）食育だより

おおち保育園で野菜の苗を植えました

　下酒谷地域に、平成 18年度、地域の女性グループ６人で結成
した「実のなる会」が誕生しました。「食」を通じた「まめなか
な運動」の一環として、何でも支え合って行けるような地域を目
指して活動されています。会員の会費と地元で採れた野菜などを
持ち寄り、一品料理を作って各家庭に配ったり、地域での行事にも、手作りの弁当で会食をされたり
しています。今年の４月の花見弁当で活動が 48回目となったそうです。山菜の天ぷらや山菜ご飯、
まきやおはぎ、白和え等、郷土料理や季節の味が味わえると地域の方にとても喜ばれています。
　また、地域の高齢者からこんにゃく芋の栽培やこんにゃく作りを習うなども行っておられますが、
これから次世代に伝えて行きたいと、会長の檜垣澄江さんは話されていました。

食に関する地域の取り組みを紹介します
（自治会へのアンケート結果から）

　５月 22日、おおち保育園において JA青年部と保育園の共催で、夏
野菜（なす、ピーマン、キューリ）の苗を植えました。さくら・ひま
わり組が JA青年部の皆さんに教えてもらいながら、シャベルで植え
ていきました。園児は毎日水やりをしながら、野菜の生育を楽しみに
しています。この野菜は、７月24日に開催される「愛菜カレーの日」に、
JAより頂く材料と一緒に使い、園児は自分達で育てた採れたての野菜
の味を味わいます。
　なお、この取り組みは都賀保育園、君谷保育所でも行われています。

　美郷町では、生涯にわたる食育を推進し、特に幼い頃から
「食」を大切にすることを育んでいくために「美郷町食育推

進会議」を結成して、町の食育推進計画を基に様々な食育の取り組みを行っています。

結成当時の「実のなる会」

花見弁当 まき、草餅、うぐいす餅 こごみやたらの芽、雪のしたなどの山菜の天ぷら
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8020 運動知っていますか ⁉
いつまでも健康な歯で‼

健康
まめ知識 No.77

お問い合わせ先　役場健康推進課（☎ 75-1932）

Ｑ．現在の体調と歯の状態はどうですか。
　�特に体調で気になることはないです。歯が痛いということもないです
ね。（ご家族によると、上下の奥歯４本以外は全てご自分の歯だそうです。）

Ｑ．中村さんの食生活について教えてください。
　�昔は、ご飯や汁物を食べることが多く、今は、家族と同じバランスの
良い野菜中心の食事をとっています。せんべい等の固い物はよく噛ん
で時間をかけて食べています。嫌いな食べ物はないですね。

Ｑ．丈夫な歯を維持するための秘訣を教えてください。
　ご飯をよく噛んで食べることですね。

Ｑ．今の楽しみは何ですか。
　人と話をすることが楽しみですね。

　「8020（ハチ・マル・二イ・マル）運動」は、「80歳になっても自分の歯を20本以上保とう」と
いう運動で、生涯にわたり自分の歯でものを噛むことを意味します。80歳になっても丈夫な歯
を保てるよう、日頃から歯を大切にしていきましょう‼

☆歯っぴーインタビュー☆

中村さんは、自分の歯で食べることの喜びを実感しておられ、今後も丈夫な歯を維持
するためによく噛んで食べることや歯磨き等をしっかりしていきたいと話しておられ
ました。皆さんも、中村さんのように歯を大切にし、8020 を目指しましょう。今回、
取材に協力していただいた中村さんとご家族の方、本当にありがとうございました。

　今回、80 歳以上で自分の歯を 20 本以上持っておられる久喜原にお住まいの中村カヲリさん（96 歳）
のお宅に取材にいき、普段の生活の様子や丈夫な歯を維持するための秘訣等をお聞きしました。
≪中村カヲリさん（久喜原）≫

～みなさんに一言～
一日に何回か口をゆすぎ、口の中
を綺麗にすることが大切ですね。

「8020」を目指しましょう‼
①正しい食生活
　噛みごたえがあり、栄養バランスのとれた食べ物を規則正しくとりましょう。
②正しいブラッシング 
　できるだけ毎食後に磨くように心がけてください。
　また、磨き残しがないように注意しましょう。 
③定期健診
　半年に一度、歯科医院で定期健診を受けるようにしてください。
※ 毎年８～９月頃に、80 歳以上でご自分の歯を 20 本以上お持ちの方を対象とした島根県主催の
「8020 よい歯のコンクール」が実施されます。詳細は広報８月号をご覧ください。一人でも多く
の方の応募をお待ちしております。
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「広報みさと」は、大豆油インクと再生紙を使っています。
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人口と世帯

（　）は先月との比較（住民基本台帳による７月１日現在）

人 口　5,448 人
　男　　2,553 人� （－６人）
　女　　2,895 人� （＋１人）
世帯数　2,426 世帯�（＋６世帯）

8月の行事予定
１日 ㈬ 基本健診（浜原隣保館）

２日 ㈭ 基本健診（君の谷農村塾）

３日 ㈮
基本健診、胃がん・ペプシノゲン・前立腺検診
（山村開発センター）

４日 ㈯
神話博しまね美郷町デー
（都神楽団・かすみ草の会）

５日 ㈰ 神話博しまね美郷町デー（千原神楽団）

６日 ㈪
胃がん・ペプシノゲン・前立腺検査セット健診
（沢谷交流センター・千原コミュニティーセンター）

７日 ㈫
胃がん・ペプシノゲン・前立腺検査セット健診
（簗瀬集会所・吾郷集会所）

８日 ㈬
すくすく相談（保健福祉センター） 
健康相談（響谷集会所・潮公民館）

９日 ㈭ 3 歳児・5 歳児健康診査

10日 ㈮ 健康相談（都賀行隣保館）

11日 ㈯

12日 ㈰

13日 ㈪

14日 ㈫

15日 ㈬

16日 ㈭

17日 ㈮

18日 ㈯
己斐子ども交流 25 周年記念事業
夏の体験交流 in 美郷（～ 19 日まで）

19日 ㈰

20日 ㈪ 神話博しまね（都賀西子ども神楽）

21日 ㈫

22日 ㈬

23日 ㈭

24日 ㈮

25日 ㈯

26日 ㈰

27日 ㈪

28日 ㈫ 神話博しまね（都賀公民館舞踊教室）

29日 ㈬

30日 ㈭

31日 ㈮

みぃつけた♪
　梅雨は雨の季節ですが、紫
陽花のキレイな季節です !!
町内各所で色とりどりの鮮や
かな花を咲かせている紫陽花
を見かけました♪
� （広報担当）

慶��弔（６月届出分・敬称略）

※�慶弔欄は、掲載を希望された方のみ掲載しています。町外で届けられた方で
　名前の掲載を希望される方は、企画課（75-1924）までご連絡ください。

愛のともしび（６月受付分）
社会福祉協議会へ次の方々よりご寄付を頂きました。（敬称略）
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